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窄像を呈する中間型 (a1a2) の4型に分類して，深達度
との関係を調べると，ほとんど全例が上記X線型と深達
度 a0123 との関係に分類できることが判明した。以上述
べたごとく組織学的深達度とこれを最も合理的に表わす 
X線型はいかなる型かという問題について好結果を得た
ので報告した。 
25.下部食道噴門疾患の再建術後発生した縫合不全部
位の内視鏡的考察
篠崎良一(千大)
現在のところ，文献上においても術後の吻合不全の内
視鏡像を検討したものはほとんど見られない。そこで今
回下部食道と腸または胃を吻合した症例で、術後縫合不全
部位の内視鏡像を検討して見た。
内視鏡施行症例は 13例と少ないが， 結果をまとめて
みると，狭窄像を示すもの 4例，狭窄および潰蕩像を示
すもの l例，潰虜形成のみのもの l例，肉芽腫の認めら
れたもの 3例，なんら所見の認められなかったもの l
例，癌再発のため，判定不能のもの 3例であった。 
26.“副腎皮質ホルモン長期投与の免疫抑制に及ぼす
影響"
落合武徳(千大)
腎移植の臨床においてはイムラン・プレドニゾロンな
どの免疫抑制剤が長期にわたって使用される。プレドニ
ゾロンの長期投与の後にはその免疫抑制力はどうであろ
うか。ラットにプレドニゾロンを長期投与し， p1aque 
forming cell (Jehne)に及ぼす影響を調べた。ラット
に羊赤血球 109個を静注すると， 4日目には 180X104土 
63 X 104 (S.D.) jspleenの P1aqueforming cell (PFC) 
が形成される。 5mgのプレドニゾロンを羊赤血球投与
の前日にあらかじめ投与しておくと， PFCは36x10‘土 
12x 104jspleenに抑制される。そこでプレドニゾロン 
2mgを週に 3回， 2ヵ月にわたって皮下注射をうけた
ラットに上と同様に羊赤血球投与の前日に 5mgのプレ
ドニンゾロンを投与すると， PFCは 240x 104:t110 X 
104jsp1eenと全く抑制されなかった。 これらの事実は
プレドニゾロンが長期に投与された場合にはその免疫抑
制力は減少していることを示している。腎移植の臨床に
おけるプレドニゾロンの使用法は今後十分に検討されな
ければならない。 
27. 同種腎移植における拒否反応の特異的診断法
神谷定茂-雨宮 浩(千大)
同種腎移植の拒否反応時に，腎由来の抗原性物質が流
出してくるのではないかと考え，これを免疫学的に検出
することを試みた。正常イヌ腎臓水抽出液を，ウサギに
免疫して得た血清を正常イヌ肝臓で吸収し，ウサギ抗イ
ヌ腎血清とした。この血清を， Immuno・electro-osmo・ 
phoresisで検すると，イヌ腎臓とだけ沈降線を作り，正
常イヌ肝臓，正常イヌ血清とは反応しなかった。前述の
腎抽出液を， Sephadex G 200で分画したものと，ウサ
ギ抗イヌ腎血清とを， I.E.O.P.で検すると， Tube No. 
同種自己腎を残し，の分画と沈降線を作った。43.，40
腎移植を行ない，確実に拒否反応を起こさせたイヌを， 
2週間自に採血し，分離した血清を，同様に Sephadex 
G 200で分画し，濃縮して， I.E.O.P.で検すると， 腎
抽出液と同様の分画で沈降線を作った。同種腎移植イヌ
の血清を経目的に採取し， これとの反応を， I.E.O.P. 
で検したところ， 4日自に沈降線を生じ，この時摘出し
た移植腎は，軽度の拒否反応像を呈していた。 
28.腎移植患者末梢リンパ球の Viabilityについて
渡辺一男(千大)
腎移植患者末梢リンパ球を培養し，反応性をみること
は，拒否反応予知など，有意義なことと思われる。今回
はまず， リンパ球の， viabi1ityを調べた。 2%PVPを
加えた静脈血を静置し，上層を分離，グラスウーノレを通
してリンパ球浮遊液とし， 106 celljmlとして 5%CO2 
培養した。一定日後に 0.4%Erythrosin Bで染め，全
細胞に対する生細胞の%をもって， viabilityとした。
その結果， 正常人は， 4日培養で 55%， 7日で 43%で
あるのに対し，腎移植患者では， 16'""-'32%，7'""-'19%と
著しく低値を示した。また， 2...3カ月間の viabi1ityの
変動を， 4日培養値で調べると，正常人は，変動なく 
変動のを示したのに対し，腎移植患者では，60%.，50
巾も大きく， 7'"'-'40%を示した。また， 患者の摂取して
いる免疫抑制剤である Cyclophosphamide および， 
Azathioprineの投与量の多いほど， viabilityは低く，
移植後経過年数とは，関連性はみられなかった。 
29.腎移植後の血中ポリアミンの変動について
碓井貞仁(千大)
イヌ，ラットの皮膚移植後，腎臓移植後に拒絶反応が
起こると， Graft あるいは牌のヒスタミン合成酵素 
Histidine decarboxy1ase の活性が著しく高まること
が知られている。またヒトの腎移植後でも拒絶反応と尿
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中ヒスタミンの排池値とが密接な関係を有していること
が知られている。これらのことから，血中ヒスタミン値
と，拒絶反応との聞にもなんらかの関係があるのではな
いかと考えて，腎移植を行なった患者数例の血中ヒスタ
ミン値を蛍光光度計を用いて経目的に測定した。 
CDg，CD は健康人の正常値 0.1pg!mlより若干高
"
い値を示したが， BUNの値とほぼ平行し， CDI3，CDI5 
は BUNと関係なく術後早い時期に正常人の倍という
高値を示した。この成績から拒絶反応との関係というよ
り十二指腸潰蕩との関係があるのではないかと疑われ
る。詳細については今後の検討を待たねばならない。 
30. Donor選択のための白血球交差試験
ーその手技の検討一
木内政寛・雨宮浩・宮島哲也(千大)
臓器移植において Hyperacute rejection防止のた
めに白血球交差試験が必要と考えられるようになってき
た。試験法は種々の方法があるが，今回は液性抗体陽性
の血清を使用して検査した。
白血球凝集反応はマイクロプレート法，試験管法を行
なったが， 細胞数はプレート法では 1000........2000!mmヘ
試験管法では 5000jmm3が適当であり ，incubateは l
時聞が良好であった。リンパ球障害試験は Terasaki法
によったが，以上のふたつの試験は手技も容易で時間も
短く，交差試験としてよい方法と思われる。 Latex凝
集反応，rグロプリン消費試験などは手技，時間など問
題がある。またこれら試験を同じ抗原で比較すると，反
応は同一傾向を示すがその態度はやや異る。これは抗体
の性質，手技の安定性などによるのであるうが，今後検
討したい。さらに尿毒症患者血清で白血球凝集反応， リ
ンパ球障害試験を行なうとかなりの頻度で陽性があり，
交差試験の重要性を認識させられた。 
31.食道裂孔ヘルニアの病態生理と治療成績
原輝彦・平島毅・西村明・
塩田彰郎・竹島徹・塩田悌司・
竹内英世(千大) 
1965年 1月より本年 9月までに教室外来を訪れた成
人の食道裂孔ヘルニア 70例のうち，手術施行例は経胸的 
3例，経腹的 18例の計 21例である。アンケートにより
良好と回答した症例は非手術例 24例中 13例 (54.2%)， 
手術例 10例中 7例 (70.0%)で，手術例がわずかに優
っていた。
本症の食道胃接合部静止圧曲線は 2型に分類される。
単i峰性は正常例と同様な下部昇圧帯を示す型で 6例に認
められ，また 2峰性は下部昇圧帯とその口側にもうひと
つの昇圧帯を示す型で 12例に認められた。これら 2型
のそれぞれの昇圧帯の最高圧および昇圧帯長の平均値を
正常例 20例の平均値と比較すると， 単峰性， 2峰性と
もに正常例に比し最高圧の低下と昇圧帯長の延長を示し
ていた。なお術後の 6例は全例単峰性となり，術前に比
し一層の最高圧低下と昇圧帯長の延長を示した。 
32.上部胃癌の術後愁訴と再発
佐藤裕俊(千大) 
1946....1970年までの上部胃癌手術症例数は総数 1497
例でその手術成績は 2.9%である。
術後愁訴を再建術式別にみると食道空腸有茎移植吻合
が最も術後愁訴が少なく，つぎに食道胃吻合， Roux Y 
吻合，s吻合， BII吻合のJI買である。
再発には当科において切除手術を施行し，退院後再発
死亡した 27例の剖検例を検索の対象とした。術式は胃
全摘 8例，噴門切除 7例， 幽門側胃切除 12例である。
術式別に再発形式をみると胃全摘 8例中 4例が，また噴
門切除 7例中 3例が腹膜再発でそれぞれ一番多いのに対
し胃切除例では局所再発が一番多い。上部胃癌では s
(+)例が多く， また後者は断端(+)例が 4例に認め
られた。再発形式別では局所再発は断端癌遺残はもちろ
んのこと s-factorも関係している。腹膜再発は全例 s
(+)例であるのに比し n(+)例は半数にとどまり， 
s-factorと関係が深い。他臓器再発は 4例中 3例が腺癌
であり， 3例が s(一)， 3例が n(+)であるが， n (ー)
例でも他臓器再発が認められることは十分注意する必要
がある。 
33.組織適合性試験とその近況
宮島哲也(千大)
現在組織適合性に関する基礎概念、としてHL-ASystem 
が提唱されており，その真実性に関し，基礎的，臨床的
に追求されている。 
HL-A Systemについては Terasaki のデータによ
れば五rstsublocusでは 10種の抗原 genefrequency 
の合計は 0.98，second sublocusでは 15種の抗原 gene 
frequencyの合計は 0.90となり， ほとんど解明されて
いることになる。
しかし腎移植例による HL-A Systemの妥当性の検
討は，兄弟聞では良好であるが，非血縁者聞の成績は必
ずしも満足すべきものではない3 これらの話題を中心に
その現況および問題点を述べた。
